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【所属会派】 民主党・ネット・無所属の会
【会派内担当】 会計

※本活動報告レポートは、福田あきら自身が構成（文書／デザイン）をすべて担当しており、
印刷部分だけをインターネット専門業者に依頼することにより、最小限の費用にて作成しています。

●サッカー選手としての経歴
・越谷フットボールクラブ（小学校1年～6年/社会人）
・越谷北中学校サッカー部（埼玉県代表選抜選手）
・越谷北高等学校サッカー部（埼玉県代表選抜選手）
・プリマハムフットボールクラブ土浦
・水戸ホーリーホック【現Jリーグ２部】
主な成績
全国社会人サッカー選手権大会優勝
福島／広島国民体育大会（国体）サッカー優勝
など三度の日本一を経験

●経歴
1975年 越谷市に生まれる（昭和50年5月28日生まれ）
1982年 清浄院幼稚園卒園
1988年 越谷市立桜井南小学校卒業
1991年 越谷市立越谷北中学校卒業
1994年 埼玉県立越谷北高等学校理数科卒業
1998年 法政大学法学部法律学科卒業
2000年 現：伊藤忠テクノソリューションズ㈱ 入社

⇒ IT企業のサラリーマンとして10年勤務
●資格 基本情報技術者／宅地建物取引主任者等

●家族 妻と3歳の長男

福田福田福田福田 あきら（あきら（あきら（あきら（３６歳３６歳３６歳３６歳）））） プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール

地域で内水滞留により一時的な道路の冠水が発生しまし

た。常日頃から、地域の皆様から「集中豪雨の際は大丈夫

なのか？」と不安の声を頂いていますし、3月11日に発生し

た東日本大震災で思い知らされたように、すでに『想定範

囲外』という言葉は許されない状況であると認識する必要

１２月議会・一般質問から

集中豪雨の際、市街地から河川に水を排水する処理が追い

つかず、水が市街地側にたまってしまう内水滞留について

は、まだまだ課題があると考えます。越谷は毎時、約50ミリの

降水量での治水対応となっているため、これ以上の雨が降

ると内水滞留が起こるのは明白です。全国各地における最

近の集中豪雨における時間あたりの最大降水量は越谷の

対策基準の倍である100ミリを超えているという事実からして

も、内水滞留の問題の
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ぜひご確認ください。また普段疑問に思っていることなど気軽にご相談ください。ぜひご確認ください。また普段疑問に思っていることなど気軽にご相談ください。ぜひご確認ください。また普段疑問に思っていることなど気軽にご相談ください。ぜひご確認ください。また普段疑問に思っていることなど気軽にご相談ください。

【常任委員会】 教育・環境経済常任委員会
【その他役割】 越谷・松伏水道企業団議会議員
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→越谷市議会議員としての日々越谷市議会議員としての日々越谷市議会議員としての日々越谷市議会議員としての日々
の活動を日記形式にて公開中の活動を日記形式にて公開中の活動を日記形式にて公開中の活動を日記形式にて公開中

ご存じのとおり本市は昔から水郷越谷といわれるように、

河川が多いまちであり、河川の氾濫（特に新方川の氾

濫）による水害に多く悩まされてきたという歴史を持って

います。そのような中、昭和57年、昭和61年の2回の新

方川改修の河川激甚災害対策特別緊急事業をはじめ、

多くの関係者の方々のご尽力により、洪水による被害を

大幅に減らしてきました。しかしながら近年、全国各地

で想定外の豪雨がおこり、大きな被害を発生させていま

す。また今年の台風15号によって越谷市でも一部の

取り組みは予断を許さない状況だと言えます。そこで

内水滞留の対策の第一歩として『集中豪雨における

内水滞留シミュレーション』を早急に実施し、万が一の

場合の被害地域／被害状況を把握し、現在の外水氾

濫を想定した洪水ハザードマップに加え、内水滞留ハ

ザードマップも作成すべきと質問（提案含む）しました。

また他市の事例から洪水の際の避難の難しさを訴え、

防災訓練の強化についてもあわせて質問しました。

市長からは『『『『内水滞留シミュレーションの実施』につい内水滞留シミュレーションの実施』につい内水滞留シミュレーションの実施』につい内水滞留シミュレーションの実施』につい

ては、雨水幹線などの整備計画策定や、市民への避難ては、雨水幹線などの整備計画策定や、市民への避難ては、雨水幹線などの整備計画策定や、市民への避難ては、雨水幹線などの整備計画策定や、市民への避難

にむけた情報提供にあたり有効な手段と考えている。にむけた情報提供にあたり有効な手段と考えている。にむけた情報提供にあたり有効な手段と考えている。にむけた情報提供にあたり有効な手段と考えている。

実施については、過去に浸水被害があった地域を中心実施については、過去に浸水被害があった地域を中心実施については、過去に浸水被害があった地域を中心実施については、過去に浸水被害があった地域を中心

にににに取り組取り組取り組取り組んでいく。防災訓練についてもハザードマップんでいく。防災訓練についてもハザードマップんでいく。防災訓練についてもハザードマップんでいく。防災訓練についてもハザードマップ

の周知・普及につとめ、地域の要望を聞きながら、水害の周知・普及につとめ、地域の要望を聞きながら、水害の周知・普及につとめ、地域の要望を聞きながら、水害の周知・普及につとめ、地域の要望を聞きながら、水害

に対応した訓練も取り入れていくに対応した訓練も取り入れていくに対応した訓練も取り入れていくに対応した訓練も取り入れていくとの答弁がありました。

があります。このような状況か

らしても、もう一度越谷市にお

ける治水対策について見直

す必要があると考え対策の

方向性について質問しました。

台風によって水位が上がった新方川

御料堀排水ポンプ場

大吉調整池 【越谷市の代表的治水対策施設】



１２月議会・主な議案から

12月議会・一般質問から（続き）

今年産業の活性化を目的に、越谷ブランドの認定制度

が開始されました。さっそく９つの商品が誕生し、その効

果に期待しているところです。そのなかで観光都市では

ない越谷市が本事業を成功に導くためにどのような戦

略を立てているか質問しました。市長からは、まずは

ホームページ、マスコミ、イベントを通じてＰＲしていくと

同時に、自らも積極的に宣伝していく。まずは越谷市内

で盛り上げ、それを足がかりに市外、県外と普及してい

くことを期待し、越谷の市内産業の活性化と市内外の

知名度向上につながるようしっかりと努力していきたいと

の答弁がありました。

越谷市の救急車での搬送件数は、年間約１万件で、

その約６割は軽傷患者といわれており、市立病院本来

の業務である二次救急医療に支障をきたしているのが

現状です。このため、平成２４年度の早い時期に初期

救急急患診療所（仮称）を開所することが決まりました。

小児医療については、平成１４年に小児夜間急患診

療所が開所しており、今回の対象は小児以外で３６５

日夜８時から１１時までで、当面は内科診療が対象とな

ります。場所は市立病院に隣接する旧看護専門学校

で

その他主な活動から

会派の各議員が、日々市民の皆様からお聞きした要望等

を協議、精査してまとめたものを、市民生活が第一と考え

る当会派として「予算要望書」を市長に提出しました。私も

所属委員会の担当分野である教育、環境、経済教育、環境、経済教育、環境、経済教育、環境、経済、得意分

野の情報通信、財政情報通信、財政情報通信、財政情報通信、財政を中心に要望をまとめました。

要望の数は、１３部局へ７１項目となっております。

公共交通網調査研究会公共交通網調査研究会公共交通網調査研究会公共交通網調査研究会⇒⇒⇒⇒交通危険地帯、公共交通空白地帯を考える！交通危険地帯、公共交通空白地帯を考える！交通危険地帯、公共交通空白地帯を考える！交通危険地帯、公共交通空白地帯を考える！
市民の皆様からの交通危険地帯の改善や、公共交通空白地帯の改善に対する要望は日々大きくなっています。

現在、有志の議員によって公共交通網調査研究会が開かれ、公共交通について常日頃

から勉強しています。そんな中、有志のメンバーではなく、議会（議員全員）でこの問題に

本気で取り組んでいこうという動きが広がっています。私も先駆けて9月議会の一般質問

で『条例を作り、正式な会議にしていくべき』との意見を言わせて頂きました。

議会（議員）の役割は執行部から出された議案を審議するだけではありません。

議会側から積極的に改善を誘発する動きをしていく必要があります。私はこの公共交通の

問題について市民の皆様、議員そして執行部と本気の議論を重ね、しっかりと取り組んでいきます。

越谷ブランド認定された９つの商品

埼玉県、越谷市ともに「県道平方東京線については整備していく」という姿勢は一致しているもの

と思われます。また県の関係者とお話をさせて頂きたところ、一部について、拡張工事が可能では

ないか？との声も聞こえてきました。そこで県道平方東京線の整備の進捗と今後の見通しについ

て、質問しました。市長からは、今年度においては、一部の区間において車両のすれ違いができ一部の区間において車両のすれ違いができ一部の区間において車両のすれ違いができ一部の区間において車両のすれ違いができ

る避難所を整備する予定があるる避難所を整備する予定があるる避難所を整備する予定があるる避難所を整備する予定があると聞いている。早期に事業進捗が図れるよう埼玉県と連携してい

きたいとの答弁がありました。

民主党・ネット・無所属の会にて予算要望を提出

１２月議会では

駐車場や外構を

整備する１千万

円の補正予算も

可決されました。

開所場所となる旧看護専門学校

平成22年度決算で69億円に及ぶ未収金が生じていま

す。平成22年4月には、収納課に債権回収係を設置し、

今議会では『債権管理条例』が提案され可決されまし

た。債権には法律の適用や徴収の手続きも異なり、複

雑になっています。この条例の制定によって、滞納処

分や強制執行の手続きを厳格にし、公平・公正な行財

政運営の確立を目指します。

市は自主財源を確保するために、市役所閉庁時の南

側駐車場有料化が決定しました。平成24年6月1日か

ら有料になり、使用料は30分毎100円で広報誌やホー

ムページで市民の皆様にお知らせします。また越谷市

の行政財産や都市公園の使用料に関する条例も定め

られ、4月1日から施行されます。

福田あきらの政策工程表


